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『
岐
阜
県
下
に
於
い
て
天
主
教
伝
道
略
記
』 

 

一
、 

井
上
秀
斎
初
め
て
故
郷
春
里
に
帰
省 

 

明
治
十
一
年
七
月
夏
季
休
暇
を
利
用

し
て
、
東
京
教
区
霊
父
（
仏
国
人
）
ビ

グ
ル
ス
氏
は
井
上
秀
斎
と
（
秀
斎
は
当

時
東
京
市
堀
端
一
番
町
マ
リ
ン
学
校
の

生
徒
た
り
）
岐
阜
県
本
巣
郡
席
田
村
字

春
近
井
上
齢
碩
方
に
来
泊
す
。
同
村
は

未
開
の
寒
村
の
事
と
て
、
外
国
人
の
来

泊
を
危
惧
と
し
て
大
い
に
恐
怖
し
立
寄

る
者
な
か
り
き
。
然
れ
ど
も
齢
碩
は
蘭

法
医
師
の
故
を
以
て
外
国
人
を
忌
む
こ
と
な
く
、
兼
ね
て
秀
斎
よ
り
天

主
教
の
大
意
を
聞
き
、
霊
父
の
徳
行
は
佛
教
僧
の
比
に
非
ざ
る
こ
と
を

聞
知
し
居
た
る
為
め
、
宿
泊
の
夜
村
民
に
通
知
し
一
席
の
宗
教
講
話
を

試
た
る
所
聴
衆
は
意
外
に
多
く
、
霊
父
が
日
本
語
に
て
説
明
せ
ら
れ
た

る
教
話
に
感
服
し
て
、
霊
父
の
有
徳
者
な
る
こ
と
を
承
認
し
、
何
れ
も

口
を
揃
え
て
賛
美
し
少
し
も
霊
父
に
対
し
て
不
敬
の
言
行
は
な
か
り

し
。
外
国
人
の
初
旅
行
に
は
意
外
な
り
し
。
同
師
は
両
三
日
滞
在
せ
ら

れ
た
れ
ど
も
未
だ
自
ら
進
ん
で
教
え
を
研
究
す
る
者
は
な
か
り
し
。
漸

く
に
秀
斎
の
妹
両
人
は
洗
礼
を
受
く
。
姉
を
モ
ニ
カ
と
妹
を
ア
ガ
タ
と

名
付
け
ら
れ
た
り
（
此
の
両
人
は
先
に
公
教
（
要
）
理
を
研
究
し
て
洗

礼
を
受
け
る
の
覚
悟
あ
り
た
り
）
。
然
る
に
齢
碩
は
未
だ
教
理
の
奥
義

を
理
解□

□

為
め
世
間
を
憚
り
、
洗
礼
を
受
け
る
決
心
の
出
来
ざ
り□

は
慥
恨
な
り
し
。
依
っ
て
再
来
を
約
し
て
ビ
ク
ル
ス
師
は
秀
斎
同
道
帰

路
に
付
け
り
。 

 二
、 

浦
上
流
配
信
徒
埋
葬
墓
地
の
こ
と 

 

道
中
、
名
古
屋
市
本
町
一
丁
目
銭
屋

と
言
う
旅
館
に
一
泊
す
。
同
市
は
多
く

の
奉
教
人
あ
り
。
明
治
五
年
に
は
長
崎

の
奉
教
者
が
三
百
有
余
人
当
市
に
預
け

ら
れ
た
る
こ
と
と
て
、
其
等
の
旧
跡
の

あ
ら
ん
か
と
宿
の
主
人
を
呼
び
種
々
尋

ね
た
る
所
、
同
家
の
番
頭
は
彼
の
三
百

名
の
囚
人
を
目
撃
し
た
る
こ
と
あ
り
と

て
左
の
物
語
を
な
せ
り
。
曰
く
「
所
は

当
市
西
別
院
の
女
人
講
堂
内
に
男
女
二

部
に
分
れ
た
る
キ
リ
シ
タ
ン
人
が
囚
せ
ら
れ
、
実
に
憐
れ
な
る
有
様
で

あ
り
ま
し
た
。
男
女
は
別
と
し
て
、
子
女
は
其
親
に
近
寄
せ
さ
せ
ず
泣

き
悲
し
む
を
不
憫
と
も
せ
ず
別
居
せ
し
め
て
あ
り
ま
し
た
。
家
の
外
部
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は
青
竹
に
て
閉
じ
、
通
行
を
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
し
が
、
私
は
毎
日
其
の

所
に
行
き
、
其
の
竹
垣
に
登
り
内
部
を
覗
き
し
時
、
午
後
三
時
頃
に
は

何
れ
も
立
ち
て
念
珠
を
つ
ま
ぐ
り
経
を
読
ん
で
居
ま
し
た
。
案
ず
る
に

是
は
コ
ン
タ
ス
の
こ
と
な
ら
ん
と
、
ビ
グ
ル
ス
師
は
其
の
人
に
囚
人
は

何
を
誦
え
た
る
や
と
尋
ね
た
れ
ば
、
彼
曰
く
、
「
ゼ
ス
ヽ
の
母
サ
ン
タ

マ
リ
ヤ
」
と
申
し
た
と
答
え
ま
し
た
。
然
る
に
此
の
者
は
遠
か
ら
ず
放

免
せ
ら
れ
長
崎
に
帰
国
す
。
其
の
内
二
三
の
者
が
当
市
に
残
り
、
商
家

に
雇
わ
れ
或
は
商
法
等
を
な
せ
し
と
云
え
り
。
依
っ
て
霊
父
は
案
内
を

呼
び
、
其
の
心
当
た
り
を
尋
ね
し
に
、
其
か
ら
其
え
と
転
居
し
た
る
と

傳
ら
れ
、
其
の
家
族
と
思
わ
れ
る
ゝ
者
は
一
名
も
見
当
ら
ず
、
終
に
其

の
行
先
が
不
明
と
な
り
空
し
く
宿
所
に

帰
れ
り
。
案
ず
る
に
キ
リ
シ
タ
ン
人
の
故

を
以
て
人
に
忌
わ
れ
、
終
に
他
国
に
立
去

り
た
る
と
思
う
。
傳
え
聞
く
其
の
囚
人
の

中
に
死
亡
し
た
る
死
体
を
名
古
屋
の
東

方
神
道
埋
葬
墓
地
に
無
名
の
墓
あ
る
と

の
事
な
り
。
此
の
墓
は
奉
教
人
の
墓
な
り

と
云
え
り
、
今
は
其
の
墓
地
が
存
在
す
る

や
否
や
を
知
ら
ず
。 

 

三
、 

奉
教
人
仕
置
場
（
栄
國
寺
）
の
こ
と 

 

同
下
名
古
屋
市
の
西
別
院
境
内
に
女
人
講
舎
な
る
遺
物
あ
り
、
囚
人

の
居
た
る
場
所
な
り
と
伝
聞
す
。
亦
一
説
に
某
寺
下
に
五
百
名
の
奉
教

人
が
虚
殺
せ
ら
れ
た
る
死
体
を
葬
り
た
る
穴
に
て
、
其
死
者
を
弔
う
た

め
或
る
仏
教
の
有
志
者
が
其
寺
を
建
設
し
た
と
の
事
な
り
。
其
時
に
別

に
一
の
石
碑
を
立
て
、
其
の
寺
院
の
墓
地

内
に
建
設
し
た
る
と
云
う
。
石
碑
を
見
た

る
こ
と
あ
り
（
秀
斎
）
。
墓
碑
に
は
南
無

阿
弥
陀
仏
と
あ
り
し
と
話
し
あ
り
た
り

と
記
憶
あ
り
、
今
は
忘
れ
て
其
場
所
を
知

ら
ず
。
亦
此
の
門
前
に
ヒ
イ
ラ
ギ
と
云
う

木
あ
り
、
此
の
死
置
場
（
仕
置
き
場
）
に

て
奉
教
人
を
十
名
を
突
き
殺
し
て
休
息

の
度
に
此
の
ヒ
イ
ラ
ギ
の
木
に
槍
を
掛

け
た
る
故
に
、
槍
掛
の
ヒ
イ
ラ
ギ
と
の
伝

説
あ
り
。
此
れ
も
秀
斎
目
撃
し
た
れ
ど
も
今
は
記
憶
無
し
、
此
の
寺
は

今
の
五
二
会
の
跡
と
も
言
え
り
。 

右
の
内
囚
人
で
名
古
屋
よ
り
上
京
し
た
、
関
理
五
郎
と
云
う
囚
人
は

長
崎
え
帰
ら
れ
ず
、
東
京
に
出
て
当
時
仏
国
領
事
館
ジ
ェ
リ
ー
と
云
う

領
事
の
ボ
ー
イ
と
な
れ
り
。
其
妻
フ
ミ
（
ふ
み
）
婦
は
、
当
時
東
京
麻

布
霞
町
天
主
堂
に
あ
り
。
然
し
理
五
郎
は
死
亡
せ
り
。
拙
者
は
彼
に
面

会
し
て
名
古
屋
に
囚
人
と
な
り
し
こ
と
を
聞
き
し
に
、
果
て
旅
舎
の
人

よ
り
聞
き
た
る
と
同
説
な
り
き
。
領
事
は
先
に
帰
り
、
ビ
ク
ル
ス
師
は
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秀
斎
と
東
海
道
を
東
京
に
帰
れ
り
。 

 
四
、 
ビ
ク
ル
ス
師
再
び
岐
阜
県
下
に
巡
教 

 

明
治
十
二
年
七
月
上
旬
、
ビ
ク
ル
ス
師

再
び
岐
阜
県
に
巡
教
せ
ら
る
。
今
回
は
春

近
の
モ
ニ
カ
、
ア
ガ
タ
両
人
は
聖
体
の
秘

蹟
を
許
可
せ
ら
る
。
齢
碩
も
洗
礼
を
受
け

る
か
と
召
命
せ
ら
る
。
且
、
稲
葉
郡
木
田

村
に
住
居
す
る
齢
碩
の
実
父
糺
策
も
八

十
五
歳
の
老
齢
に
て
耳
も
遠
く
目
も
盲

人
同
様
の
老
眼
な
れ
ど
も
、
秀
斎
の
熱
心

な
る
教
授
と
本
人
の
熱
心
の
希
望
に
依

り
、
耳
も
聴
こ
え
ず
目
も
見
え
ざ
る
老
体
の
身
な
る
に
、
終
に
教
理
の

大
意
を
記
憶
し
、
三
大
経
を
暗
記
し
て
奉
教
人
と
な
れ
り
。
同
人
は
八

十
五
の
高
齢
な
り
し
も
無
宗
教
者
な
り
し
が
、
孫
な
る
秀
斎
の
公
教
の

大
意
を
聞
き
、
其
以
来
非
常
の
熱
心
と
な
り
毎
日
念
珠
を
爪
繰
り
ロ
ザ

リ
オ
を
誦
え
居
れ
り
。
洗
礼
後
は
罪
を
起
さ
ざ
る
状
体
な
り
し
か
ば
、

直
ぐ
に
聖
体
を
拝
領
し
天
主
の
公
恩
を
感
謝
し
居
れ
り
。
洗
礼
後
五
カ

年
を
経
過
し
た
九
十
歳
の
十
一
月
一
日
諸
聖
人
の
祝
日
に
永
眠
す
。
其

死
体
は
木
田
村
の
共
有
墓
地
に
埋
め
た
り
。
自
然
石
の
碑
に
永
井
糺
策

の
墓
と
あ
り
。
彼
の
埋
葬
の
当
時
は
未
だ
公
然
と
天
主
教
に
て
埋
葬
し

得
ら
れ
ざ
る
時
な
り
も
、
同
人
の
家
主
の
計
ら
い
に
て
仏
僧
に
依
ら
ず

神
父
に
も
依
ら
ず
自
葬
を
な
せ
り
。
其
に
付
一
話
あ
り
後
章
に
記
す
べ

し
。 明

治
拾
三
年
夏
期
休
暇
に
三
度
霊
父
は
春
近
村
に
巡
教
せ
ら
る
。
今

回
は
霊
父
テ
ス
ト
ビ
師
な
り
き
。
今
回
も
春
近
村
に
て
宗
教
講
話
あ
り

し
が
、
村
民
は
喜
ん
で
聞
き
取
す
る
の
み
に
て
、
進
ん
で
教
理
を
研
究

す
る
の
知
能
も
信
尚
も
有
せ
ざ
る
下
等
動
物
同
様
な
り
し
か
ば
、
天
主

の
聖
寵
を
蒙
る
者
は
な
か
り
し
。
秀
斎
の
両
妹
及
び
齢
碩
が
聖
体
を
拝

領
し
た
る
の
み
な
り
。 

 

五
、 

名
古
屋
地
区
で
の
布
教
と
秀
斎 

 

霊
父
テ
ス
ト
ビ
師
は
春
近
を
出
発
し
名
古
屋
に
至
り
、
今
回
は
夏
期

休
み
中
此
処
に
滞
在
し
て
布
教
を
試
み
る
と
の
決
心
あ
り
。
同
市
伝
馬

町
の
旅
舎
木
屋
に
滞
在
す
る
こ
と
と
な
れ
り
。
秀
斎
も
同
宿
す
。
其
よ

り
三
四
日
滞
在
の
後
広
小
路
の
栄
座
と
云
う
席
を
借
り
受
け
て
二
夜

の
教
話
を
試
み
た
り
。
其
翌
日
、
霊
父
が
広
小
路
を
散
歩
読
経
の
折
、

町
人
ら
し
き
人
は
霊
父
に
向
い
、
貴
殿
は
ヤ
ソ
の
僧
侶
に
非
ざ
る
や
と

尋
ね
た
り
。
霊
父
曰
、
然
り
昨
夜
栄
座
に
於
て
宗
教
演
説
を
試
み
た
る

天
主
公
教
会
に
属
す
る
宣
教
師
テ
ス
ト
ビ
ー
な
り
。
当
時
伝
馬
町
木
屋

に
宿
泊
し
居
れ
ば
、
是
非
同
所
え
来
ら
ん
よ
と
申
さ
れ
た
る
言
に
従
い

同
所
に
来
り
。
宗
教
に
付
種
々
の
問
答
を
為
し
、
公
教
要
理
の
一
冊
を
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受
け
帰
宅
せ
り
。
神
父
滞
在
中
は
折
々
来
た
り
教
理
を
研
究
せ
り
。
此

の
人
は
名
古
屋
教
会
の
唯
一
の
奉
教
人
な
り
し
。
同
人
は
写
真
師
に
し

て
、
其
の
術
を
柴
田
某
に
写
真
術
を
学
べ
り
。
柴
田
は
ゲ
レ
シ
ャ
宗
の

信
者
に
て
家
業
兼
ね
伝
道
の
職
に
あ
り
た
れ
ば
、
住
民
を
時
々
教
会
に

誘
引
せ
り
と
云
え
り
。
夏
休
暇
の
時
期
終
り
に
付
テ
ス
ト
ビ
師
は
再
び

来
名
を
約
し
て
名
古
屋
を
出
発
帰
京
せ
ら
る
。 

十
四
年
の
夏
期
休
暇
に
は
、
エ
ブ
ラ
ル
師
秀
斎
同
道
春
近
村
に
巡
教

し
、
昨
年
滞
在
し
た
る
名
古
屋
伝
馬
町
木
屋
に
滞
在
せ
り
。
翌
日
大
曽

根
町
に
住
居
す
る
進
氏
を
尋
ね
、
同
氏
を
木
屋
に
誘
導
し
、
毎
日
教
理

の
講
議
を
為
し
洗
礼
の
準
備
を
な
せ
り
。
当
時
前
津
町
に
開
業
の
歯
科

医
高
木
某
氏
は
進
氏
を
誘
導
し
て
洗
礼
を
受
け
る
迄
の
教
理
を
研
究

せ
り
。
近
日
両
人
の
洗
礼
式
を
行
う
事
と
な
れ
り
。 

其
に
於
い
て
、
愈
々
仮
教
会
所
を
設
け
る
事
に
決
定
し
、
南
伊
勢
町

に
一
軒
の
借
家
を
な
し
是
を
仮
教
会
と
な
せ
り
。
然
る
に
当
時
は
未
だ

公
然
教
会
所
と
な
す
に
は
家
主
の
忌
ふ
所
な
れ
ば
、
内
部
の
み
の
教
会

所
と
す
る
の
止
を
得
る
現
況
な
り
。
来
る
日
曜
日
に
は
諸
般
の
準
備
を

し
両
人
の
洗
礼
式
あ
り
。
進
氏
は
霊
名
を
ル
カ
、
高
木
氏
は
ペ
テ
ロ
と

命
名
せ
ら
る
。
其
の
後
高
木
ペ
テ
ロ
は
教
会
の
留
守
番
兼
務
し
進
氏
と

協
力
、
教
会
の
為
に
努
力
せ
ら
れ
た
り
。
其
当
時
、
東
京
堀
端
の
マ
リ

ン
学
校
は
小
川
町
（
今
の
女
学
校
及
び
天
主
堂
）
の
地
に
転
じ
後
ち
是

も
廃
止
と
な
り
、
上
級
の
生
徒
は
何
れ
も
長
崎
の
神
学
校
に
転
じ
、
秀

斎
一
人
は
築
地
教
会
に
移
さ
れ
、
鈴
木
某
と
両
人
ビ
ク
ル
ス
師
に
依
り

神
学
の
教
受
を
受
け
た
れ
ど
も
、
秀
斎
は
長
男
の
為
神
父
に
成
る
事
を

許
さ
れ
ざ
る
事
と
な
り
、
己
に
ト
ニ
シ
ウ
ラ
及
び
ア
コ
リ
ッ
ス
迠
昇
化

し
た
れ
ど
も
、
終
に
廃
学
し
て
岐
阜
県
に
帰
る
こ
と
と
な
れ
り
。
実
に

痛
恨
極
る
。 

 

六
、 

秀
斎
濃
尾
方
面
で
伝
道
す
る 

 

十
五
年
よ
り
秀
斎
は
濃
尾
の
間
に
伝
道
す
る
こ
と
と
な
れ
り
。
然
れ

ど
も
秀
斎
の
実
父
齢
碩
は
す
で
に
高
齢
な
れ
ば
、
一
週
間
に
一
度
帰
宅

し
て
家
事
の
整
理
を
な
す
べ
き
身
な
れ
ば
、
毎
週
濃
尾
に
あ
る
講
議
所

を
巡
回
演
説
す
る
こ
と
と
な
れ
り
。
其
順
序
は
、
日
曜
日
は
名
古
屋
教

会
に
て
口
演
終
り
、
其
翌
日
岐
阜
県
海
津
郡
高
須
町
に
至
り
講
議
し

（
名
古
屋
よ
り
高
須
迠
の
里
呈
は
九
里
な
り
）
其
夜
便
舩
に
て
安
八
郡

大
垣
町
の
講
議
所
に
て
口
演
を
な
し
、
翌
日
旧
里
春
近
村
に
至
り
家
事

の
整
理
を
な
し
、
翌
日
岐
阜
竹
屋
町
後
旗
機
町
に
転
じ
た
る
教
会
に
至

り
口
演
を
な
し
、
翌
日
は
同
地
を
出
発
、
土
岐
郡
土
岐
村
の
講
議
所
に

至
り
（
春
近
よ
り
土
岐
村
迠
八
里
な
り
）
其
夜
同
所
に
口
演
を
な
し
翌

日
名
古
屋
教
会
に
至
り
、
明
日
の
準
備
を
な
す
を
慣
例
と
な
せ
り
。
此

五
カ
所
の
通
行
路
程
は
四
十
有
餘
里
な
り
、
毎
週
一
度
つ
ゝ
の
歩
行
伝

道
は
随
分
困
難
を
思
い
し
た
れ
ど
も
、
主
の
恵
み
の
為
め
一
度
も
疾
病

に
罹
り
休
息
し
た
る
こ
と
な
か
り
し
は
幸
い
な
り
し
。
此
の
頃
岐
阜
講

議
所
に
石
川
宇
太
郎
と
云
う
成
年
の
留
守
番
人
あ
り
（
昨
今
三
重
県
亀
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山
町
に
住
居
す
）
。
其
の
後
は
水
田
善
吉
氏
書
生
に
て
伝
道
見
習
の
た

め
岐
阜
に
住
居
す
。 

当
時
、
名
古
屋
教
会
を
始
め
四
講
議
所
及
び
春
近
の
奉
教
人
数
十
人

と
な
れ
り
。
廿
年
に
司
教
ヲ
ズ
ウ
閣
下
の
巡
回
の
節
、
岐
阜
教
会
の
み

に
て
廿
人
の
授
堅
振
人
あ
り
。
当
時
名
古
屋
の
住
人
水
田
善
吉
は
、
其

妻
み
き
の
と
岐
阜
市
に
て
司
教
よ
り
結
婚
式
を
受
け
ら
れ
た
り
。
此
の

五
カ
所
の
六
七
十
人
の
奉
教
人
の
為
め
、
霊
父
漸
に
一
年
一
回
の
巡
回

あ
り
し
の
み
な
り
。
廿
一
年
頃
な
り
し
が
霊
父
ツ
ル
ペ
ン
師
は
名
古
屋

に
永
住
せ
ら
る
ゝ
こ
と
と
な
り
し
が
、
其
迄
の
間
に
種
々
の
出
来
事
あ

り
。
随
分
困
難
を
感
じ
た
る
こ
と
す
く
な
か
ら
ず
。
特
に
春
近
高
須
名

古
屋
の
奉
教
人
中
、
死
亡
し
た
る
時
は
其
処
置
に
困
り
し
こ
と
一
方
な

ら
ず
、
其
等
の
記
事
は
後
章
に
述
べ
る
こ
と
と
し
是
に
略
す
。 

 

七
、 

名
古
屋
教
会
に
ツ
ル
ペ
ン
師
来
任
と
秀
斎
の
伝
道 

 

廿
年
、
司
教
ヲ
ズ
ー
フ
閣
下
の
視
察
あ
り
て
よ
り
、
濃
尾
間
に
霊
父

を
置
く
必
要
を
感
ぜ
ら
れ
、
其
年
司
教
の
命
に
由
り
ツ
ル
ペ
ン
氏
は
名

古
屋
教
会
に
来
任
せ
り
（
当
時
の
教
会
は
名
古
屋
研
屋
町
に
あ
り
）
。

ツ
ル
ペ
ン
氏
の
伝
道
案
は
、
先
ず
名
古
屋
教
会
を
確
実
と
し
後
他
の
方

面
に
伝
道
す
る
こ
と
と
し
、
土
岐
大
垣
町
岐
阜
市
の
教
会
を
閉
じ
教
務

一
切
を
廃
止
し
さ
れ
た
り
。
実
に
慥
恨
な
る
も
右
の
如
き
専
任
神
父
の

意
見
に
由
り
惜
し
く
も
岐
阜
県
下
の
伝
道
は
中
絶
す
。
随
っ
て
岐
阜
の

奉
教
人
も
大
い
に
失
望
の
折
柄
、
岐
阜
市
の
熱
心
者
な
る
大
熊
差
一
郎

氏
は
死
亡
せ
ら
れ
他
の
家
族
は
他
県
に
転
ら
れ
岐
阜
教
会
に
属
す
る

奉
教
者
は
、
或
い
は
死
亡
或
い
は
転
す
る
等
に
て
秀
斎
の
家
族
の
み
と

な
れ
り
（
秀
斎
の
家
族
は
明
治
二
十
四
年
の
濃
尾
大
震
災
の
時
、
北
方

町
に
転
住
せ
り
）
。
秀
斎
も
二
十
二
年
の
頃
、
名
古
屋
教
会
の
伝
道
の

任
を
解
き
，
専
ら
家
業
に
随
い
淋
し
く
生
活
せ
り
。
然
る
に
是
に
秀
斎

の
職
業
は
医
師
な
り
し
か
ば
小
児
の
病
者
中
死
亡
す
る
者
に
水
の
洗

礼
を
施
す
の
便
あ
り
、
多
く
の
授
洗
者
を
出
せ
り
。
是
が
秀
斎
の
一
の

慰
め
と
は
な
れ
り
（
其
以
来
水
の
洗
礼
者
は
一
カ
年
四
五
十
名
あ
り
）
。 

明
治
二
十
五
六
年
頃
な
り
し
か
、
岐
阜
地
に
（
神
父
ツ
ル
ペ
ン
師
の

支
配
下
に
）
教
会
の
為
め
敷
地
若
干
を
買
受
け
、
救
老
院
を
設
け
伝
道

師
某
を
住
居
せ
し
め
伝
道
を
試
み
ら
れ
た
る
も
奉
教
志
願
人
は
一
名

も
な
く
、
只
老
人
院
え
一
名
の
救
老
者
が
入
り
た
る
し
な
り
（
此
の
人

は
岐
阜
救
老
院
に
て
永
眠
し
其
付
近
の
墓
地
に
埋
葬
し
た
る
や
の
記

憶
あ
れ
ど
も
場
所
を
知
ら
ず
）
。
此
の
伝
道
も
一
カ
年
余
に
て
中
止
、

建
物
及
び
敷
地
も
売
却
し
て
代
金
は
八
王
子
の
教
会
建
設
費
に
当
て

ら
れ
た
る
と
か
）
。
其
の
後
神
父
ハ
レ
イ
師
は
岐
阜
市
の
某
町
に
借
宅

し
て
伝
道
を
開
始
せ
ら
れ
た
る
も
、
都
合
に
由
り
半
年
余
に
て
中
止
し

他
県
に
転
せ
ら
れ
た
り
、
斯
く
の
如
く
し
て
岐
阜
教
会
は
三
・
四
度
閉

じ
ら
れ
た
り
。
岐
阜
既
に
斯
く
の
如
し
、
大
垣
市
高
須
町
土
岐
村
の
奉

教
者
も
、
或
は
永
眠
し
或
は
他
に
移
転
或
は
廃
教
し
て
其
名
も
不
明
と

な
れ
り
。 



カトリック名古屋教区殉教者顕彰委員会 
 
 

6 
 
 

明
治
拾
一
年
よ
り
大
正
初
年
迄
に
、
岐
阜
県
え
伝
道
を
試
み
ら
れ
た

る
霊
父
は
ビ
グ
ル
ス
師
を
始
め
テ
ス
ト
ビ
ー
師
エ
ブ
ラ
ル
師
ド
メ
ル

師
ビ
リ
ョ
ン
師
ク
レ
マ
ン
師
ハ
ル
ー
師
ロ
モ
ヤ
ン
師
ブ
ー
ブ
師
等
の

諸
師
な
り
し
。
此
の
他
の
神
父
中
二
度
巡
教
せ
ら
れ
た
る
師
は
ビ
グ
ル

ス
師
の
み
、
他
の
師
は
一
回
の
み
な
り
し
。
岐
阜
県
の
伝
道
の
困
難
と

数
十
年
間
も
教
会
が
確
立
さ
れ
ざ
る
は
、
天
主
の
御
恵
み
未
だ
降
り
ざ

る
が
第
一
な
れ
ど
も
、
教
会
の
管
轄
が
東
京
教
区
の
遠
路
に
あ
り
し
と
、

毎
回
巡
回
の
霊
父
が
一
定
せ
ざ
る
が
た
め
、
伝
道
の
方
針
が
各
霊
父
に

由
り
異
な
り
た
る
た
め
な
り
。
且
、
霊
父
が
巡
回
せ
ら
れ
幾
人
の
知
己

を
得
ら
れ
た
る
も
、
そ
の
後
の
霊
父
は
異
人
な
り
し
た
め
折
角
知
己
の

霊
父
が
来
ら
れ
ざ
る
た
め
、
亦
新
に
知
己
を
求
め
る
は
な
ら
ぬ
等
の
不

便
な
る
為
な
り
。
右
の
現
状
な
れ
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
は
三
日
教
会

と
し
て
大
い
に
冷
笑
す
る
者
あ
る
に
至
れ
り
。
実
に
残
念
の
至
り
な
り
。

前
述
の
状
態
な
れ
ば
秀
斎
も
外
教
人
に
感
化
せ
ら
れ
漸
く
に
奉
教
者

の
名
あ
る
の
み
な
り
し
。 

是
に
昭
和
の
始
め
、
名
古
屋
教
区
は
新
潟
教
区
の
管
轄
と
な
り
、

時
々
霊
父
ウ
エ
ル
メ
ス
師
巡
教
せ
ら
れ
秀
斎
家
族
の
再
生
の
思
い
を

為
し
居
る
折
柄
、
今
回
ラ
イ
ネ
ル
師
名
古
屋
教
会
所
と
な
り
、
岐
阜
市

に
教
会
を
設
立
せ
ら
れ
、
毎
日
曜
日
ミ
サ
聖
祭
を
拝
聴
す
る
こ
と
と
な

り
し
は
実
に
嬉
し
き
次
第
な
り
。
是
に
岐
阜
県
伝
道
中
種
々
の
苦
情

度
々
あ
り
た
る
声
あ
れ
ど
も
、
一
々
誌
す
暇
あ
ら
ざ
れ
ば
左
に
二
三
の

出
来
事
を
記
し
て
岐
阜
教
会
の
一
話
と
な
さ
ん
こ
と
を
切
望
す
。 

 

八
、 

岐
阜
教
会
で
の
出
来
事
な
ど 

 

岐
阜
県
稲
葉
郡
木
田
村
永
井
糺
策
ピ
ヨ
、
明
治
十
一
年
神
父
ビ
グ
ス

ル
氏
よ
り
洗
礼
を
受
け
、
同
十
六
年
十
一
月
一
日
永
眠
、
同
村
共
有
墓

地
に
埋
葬
す
（
金
剛
寺
の
裏
に
あ
り
）
。
右
糺
策
の
永
眠
せ
し
頃
、
秀

斎
は
大
垣
高
須
岐
阜
名
古
屋
間
を
伝
道
し
た
る
時
な
り
。
本
文
に
述
べ

た
る
如
く
糺
策
は
八
十
五
歳
に
て
洗
礼
を
受
け
、
其
の
後
罪
悪
を
犯
し

た
る
様
子
な
き
た
め
神
父
の
巡
回
の
度
に
聖
体
の
秘
跡
を
拝
領
す
る

の
み
に
て
、
そ
の
他
の
秘
蹟
を
受
け
ず
し
て
只
々
毎
日
コ
ン
タ
ス
を
誦

え
、
ひ
た
す
ら
天
国
に
登
る
の
希
望
を
待
ち
居
る
と
云
う
。
殊
に
幸
福

の
中
話
を
な
し
居
り
た
る
折
、
軽
症
の
尿
閉
病
を
起
こ
し
て
永
眠
せ
り
。

此
の
日
、
秀
斎
は
早
朝
よ
り
大
垣
を
発
し
名
古
屋
へ
巡
回
の
日
な
り
し
。 

十
一
月
一
日
午
前
、
木
田
村
糺
策
の
戸
主
よ
り
大
垣
講
議
及
び
名
古

屋
教
会
所
の
二
ヶ
所
に
、
同
人
の
死
亡
し
た
る
旨
電
報
を
発
せ
り
。
然

る
に
秀
斎
は
早
朝
大
垣
を
発
し
た
る
後
な
り
。
電
報
は
大
垣
に
止
ま
れ

り
。
其
を
知
ら
ざ
る
秀
斎
は
午
後
一
時
（
徒
歩
な
れ
ば
は
か
ど
ら
ず
午

後
一
時
名
古
屋
に
着
く
）
遂
に
着
し
、
木
田
よ
り
の
電
報
に
由
り
始
め

て
糺
策
の
永
眠
を
知
り
大
い
に
驚
き
其
足
に
て
岐
阜
に
向
か
え
り
。
当

時
の
電
報
は
書
状
同
様
に
て
打
電
の
当
日
着
す
る
こ
と
は
稀
な
り
。
木

田
よ
り
の
電
報
は
二
十
九
日
に
発
し
た
る
も
の
な
る
に
、
既
に
二
・
三

日
を
経
過
せ
り
。
秀
斎
は
思
え
ら
く
永
眠
よ
り
已
に
二
・
三
日
を
経
た



カトリック名古屋教区殉教者顕彰委員会 
 
 

7 
 
 

れ
ば
糺
策
の
家
族
は
定
め
て
迷
惑
し
居
る
な
ら
ん
と
心
は
急
げ
ど
も
，

十
里
の
道
を
徒
歩
す
る
こ
と
と
て
急
ぎ
急
い
で
漸
く
に
同
日
午
後
十

二
時
に
木
田
村
に
達
せ
り
。 

右
の
事
情
を
知
ら
ざ
る
木
田
村
の
家
族
は
大
い
に
困
り
、
戸
主
秀
斎

の
父
曰
、
秀
斎
え
電
報
を
発
し
て
よ
り
已
に
二
・
三
日
を
経
過
せ
り
故
、

何
の
事
情
あ
り
し
を
知
ら
ざ
れ
ど
も
、
今
は
此
の
上
秀
斎
を
待
つ
こ
と

叶
わ
ず
、
故
に
本
日
埋
葬
を
為
さ
ん
と
云
う
。
然
る
に
糺
策
は
天
主
教

信
者
な
れ
ば
、
仏
僧
の
支
配
の
下
に
埋
葬
す
る
も
本
人
の
意
志
に
非
ざ

れ
ば
と
て
、
秀
斎
の
父
齢
碩
と
協
議
し
齢
碩
の
発
言
通
り
寝
棺
を
造
り
、

晒
木
綿
を
以
て
死
体
を
巻
き
棺
に
入
れ
親
族
及
び
村
民
を
し
て
木
田

村
の
共
有
墓
地
に
埋
葬
せ
り
。
是
れ
岐
阜
県
に
於
い
て
自
葬
の
始
め
な

り
。
且
つ
明
治
十
六
年
に
此
の
決
断
を
な
し
た
る
戸
主
の
勇
気
に
敬
服

せ
り
。 

秀
斎
は
右
の
事
情
を
知
ら
ざ
る
が
故
に
、
戸
主
永
井
の
迷
惑
一
方
な

ら
ん
、
同
日
午
後
十
二
時
其
門
前
に
至
れ
ば
豈
に
や
同
家
は
ひ
っ
そ
り

と
し
て
火
の
陰
も
見
え
ざ
り
き
。
戸
を
た
た
き
て
戸
主
を
起
こ
し
て
面

会
す
れ
ば
、
戸
主
は
大
い
に
不
満
の
色
を
な
し
、
前
述
の
如
く
本
日
夕

方
迄
君
の
来
る
の
を
待
て
ど
も
来
ら
ざ
る
が
故
に
、
伯
父
と
協
議
埋
葬

し
た
り
と
一
部
至
十
を
物
語
せ
り
。
秀
斎
は
其
を
聞
き
且
つ
驚
き
且
つ

感
伏
し
て
、
当
地
よ
り
発
せ
ら
れ
た
る
電
報
は
本
日
午
後
我
が
手
に
入

り
た
る
を
説
明
す
れ
ば
戸
主
も
其
を
諒
と
せ
り
。
秀
斎
は
其
よ
り
二
十

町
を
離
れ
た
る
春
近
村
の
実
家
に
着
し
た
る
時
は
午
前
三
時
な
り
き
。 

其
当
時
の
法
律
に
由
れ
ば
、
死
者
あ
る
時
必
ず
仏
僧
の
支
配
の
下
に

奥
印
を
得
ざ
れ
ば
埋
葬
式
を
執
行
す
る
こ
と
叶
わ
ず
規
定
あ
れ
ば
、
糺

策
の
自
葬
に
付
い
て
は
一
問
題
と
な
り
、
永
井
家
の
近
寺
木
田
村
金
剛

寺
の
住
職
は
他
の
組
合
僧
侶
と
種
々
考
案
を
下
義
し
、
自
葬
は
違
反
な

り
と
て
速
に
佛
葬
に
改
葬
す
べ
き
旨
永
井
家
へ
申
込
た
れ
ば
、
同
家
よ

り
拙
者
へ
其
取
消
に
付
き
協
議
会
を
開
く
こ
と
に
相
成
り
た
り
。
其
決

議
は
死
者
の
意
志
に
従
い
執
行
し
た
る
こ
と
な
れ
ば
と
て
、
飽
く
ま
で

仏
僧
に
反
対
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
其
旨
仏
僧
え
回
答
せ
り
。
一
方
仏

教
僧
は
種
々
協
議
し
て
、
或
い
は
天
主
教
講
議
を
妨
害
し
、
又
は
永
井

家
及
び
井
上
の
家
族
に
対
し
、
種
々
な
る
宣
伝
を
な
し
強
迫
し
て
改
葬

を
な
さ
し
め
ん
と
せ
り
。
然
れ
ど
も
秀
斎
は
飽
く
迄
言
論
を
以
て
解
決

せ
り
。
此
の
間
随
分
種
々
の
悪
評
を
以
て
家
業
上
の
暴
害
を
受
け
る
に

至
れ
り
。
是
に
於
い
て
左
の
伺
書
を
時
の
県
知
事
小
崎
利
準
に
宛
て
差

出
し
た
り
。 

 

天
主
教
を
信
じ
其
宗
教
に
依
り
埋
葬
す
る
こ
と
叶
わ
ざ
る
や
至

急
御
回
答
を
願
度
右
御
伺
申
上
候
也 

 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
本
巣
郡
春
近 

井
上
秀
斎 

 
 

岐
阜
県
知
事
小
崎
利
準
殿 

右
の
伺
書
を
差
出
し
た
れ
ど
も
更
々
に
回
答
も
な
か
り
し
。 

 
当
時
県
庁
に
出
勤
す
る
大
越
差
一
郎
と
云
う
奉
教
人
あ
り
し
か
ば
、

内
々
其
の
伺
書
に
付
き
尋
ね
得
た
る
こ
と
あ
り
。
即
ち
秀
斎
の
伺
書
に

対
し
て
は
、
法
律
違
反
な
れ
ど
も
天
主
教
は
已
に
政
府
の
黙
許
と
成
り
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居
る
こ
と
な
れ
ば
、
是
を
禁
ず
る
こ
と
も
叶
わ
ず
。
宜
し
く
内
務
省
の

示
令
を
受
け
る
こ
と
に
し
か
ず
と
の
意
見
一
致
し
て
、
内
務
に
伺
書
を

発
し
た
る
と
の
報
を
得
た
れ
ば
、
其
の
後
拙
者
よ
り
強
い
て
示
令
を
請

わ
ざ
り
し
が
、
佛
僧
は
種
々
の
法
方
を
以
て
改
葬
を
規
し
た
る
様
子
な

り
。
当
時
は
霊
父
の
巡
回
は
年
一
回
位
な
れ
ば
其
の
不
便
少
な
か
ら
ず

糺
策
を
埋
葬
し
て
よ
り
漸
く
十
五
日
目
に
エ
ブ
ラ
ル
氏
東
京
よ
り
来

岐
あ
り
た
れ
ば
、
早
々
糺
策
の
墓
地
に
同
行
し
て
埋
葬
式
を
受
け
た
り
。

是
に
於
い
て
始
め
て
安
意
せ
り
。
同
師
は
太
政
官
の
翻
訳
係
り
な
れ
ば
、

埋
葬
の
自
由
を
内
々
内
務
に
申
し
込
ま
れ
た
る
様
子
な
れ
ば
、
未
だ
公

然
と
法
議
を
改
正
す
る
の
期
至
ら
ざ
り
し
が
、
遠
か
ら
ず
政
府
は
埋
葬

条
令
の
改
正
の
意
志
あ
る
と
の
事
を
聞
き
及
び
た
る
が
、
果
た
し
て
翌

年
内
務
省
は
埋
葬
条
令
を
改
正
し
、
佛
僧
を
削
り
僧
侶
の
二
字
を
変
更

せ
り
。
即
ち
霊
父
も
僧
侶
な
れ
ば
埋
葬
式
を
執
行
ス
ル
権
利
あ
る
者
と

し
て
今
日
に
至
る
。
此
の
改
正
は
拙
者
が
其
の
時
差
出
し
た
る
示
令
と

も
云
う
べ
き
で
あ
る
。 

 

明
治
二
十
七
八
年
頃
な
り
し
か
海
津
郡
高
須
の
奉
教
者
に
ヨ
ゼ
フ

氏
が
永
眠
せ
ら
れ
た
り
。
此
の
時
も
亦
々
埋
葬
場
に
付
佛
僧
と
論
議
起

れ
り
。
村
落
は
兎
も
角
も
市
中
で
は
一
般
に
埋
葬
地
が
佛
寺
院
地
内
、

殊
に
寺
の
裏
地
が
墓
地
で
あ
る
事
は
常
な
り
。
高
須
村
は
水
害
地
な
る

を
以
て
只
々
一
ヶ
所
の
埋
葬
地
が
寺
院
の
裏
に
あ
る
の
み
な
り
。
管
理

者
も
其
の
寺
の
僧
侶
な
り
し
。
当
時
永
眠
せ
ら
れ
た
る
ジ
ヨ
ゼ
フ
氏
は

同
寺
の
檀
家
な
れ
ば
無
論
祖
先
よ
り
の
墓
地
は
其
処
に
あ
り
。
同
氏
が

死
亡
せ
ら
れ
た
る
に
付
き
其
の
墓
地
に
埋
葬
方
を
申
込
た
る
所
、
佛
僧

は
天
主
教
に
転
宗
し
た
れ
ば
と
て
中
々
其
の
求
め
に
応
ぜ
ざ
り
し
。
依

っ
て
拙
者
は
霊
父
に
代
わ
っ
て
種
々
協
議
し
た
る
所
中
々
応
ず
る
の

意
志
な
か
り
し
か
ば
、
止
む
を
得
ず
高
須
警
察
に
事
情
を
明
か
し
僧
侶

に
説
諭
有
度
旨
出
願
せ
り
。
警
察
は
同
情
し
て
直
に
佛
僧
を
呼
び
、
其

の
不
心
得
を
諭
た
れ
ど
も
中
々
其
の
説
諭
に
応
ぜ
ざ
り
し
か
ば
、
翌
日

再
び
同
説
諭
を
な
し
佛
僧
の
教
道
職
務
を
は
な
れ
て
、
死
者
の
埋
葬
管

理
者
の
格
に
て
管
理
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
事
を
説
諭
せ
ら
れ
た
り
。
此

の
理
の
当
然
な
れ
ば
僧
も
其
れ
に
は
異
論
な
か
り
し
も
、
佛
僧
は
又
一

説
を
考
え
て
曰
く
、
当
寺
の
墓
地
に
は
埋
葬
す
る
余
地
な
け
れ
ば
止
む

を
得
ぬ
と
の
口
実
ヲ
設
け
た
れ
ば
、
警
官
は
彼
を
説
諭
し
て
曰
く
、
汝

は
墓
地
の
管
理
者
で
は
な
い
か
、
死
人
を
埋
葬
す
る
敷
地
が
な
し
と
し

て
色
々
迫
る
こ
と
の
有
り
勝
ち
な
る
。
死
者
の
た
め
予
め
町
長
に
も
申

請
す
べ
き
は
す
な
る
に
、
其
の
事
を
な
さ
ず
し
て
異
議
を
申
立
る
は
不

法
な
り
、
宜
し
く
敷
地
の
有
無
を
調
査
す
べ
し
と
、
近
々
巡
査
を
派
し

て
調
査
せ
し
め
た
る
に
、
果
た
し
て
充
分
の
余
地
あ
り
、
殊
に
ジ
ョ
ゼ

フ
祖
先
の
墓
地
に
埋
葬
に
適
す
る
敷
地
あ
り
と
の
復
命
に
よ
り
、
僧
侶

は
再
び
拒
む
の
方
法
な
し
と
思
い
、
今
回
は
埋
葬
式
の
時
は
寺
院
の
門

の
通
行
を
許
さ
ず
と
申
立
た
れ
ど
も
、
其
の
埋
葬
地
は
寺
院
の
門
前
よ

り
入
る
に
非
ざ
れ
ば
入
る
こ
と
の
出
来
ざ
る
た
め
、
警
察
の
説
諭
に
止

む
を
得
ず
黙
止
せ
り
。
ジ
ョ
ゼ
フ
死
亡
よ
り
既
に
二
・
三
昼
夜
を
費
や

し
た
り
。
幸
い
に
当
地
は
水
害
地
な
れ
ば
死
体
は
土
甕
に
納
む
る
習
慣
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な
り
し
か
ば
、
死
体
の
酸
気
も
他
に
漏
れ
る
の
悲
ひ
な
か
り
し
は
幸
い

な
り
。
然
し
三
日
死
体
を
抱
え
て
彼
是
と
口
論
起
し
た
る
は
、
外
教
者

の
親
族
は
随
分
苦
情
を
申
し
た
る
由
、
幸
い
に
警
察
署
長
は
天
主
教
に

同
情
し
て
便
利
を
測
ら
れ
た
る
を
深
く
感
謝
せ
り
。 

 

次
に
誌
さ
ん
と
す
る
一
例
は
名
古
屋
教
会
に
起
こ
り
た
る
苦
情
な

れ
ど
も
、
秀
斎
傳
道
中
に
起
来
る
事
な
れ
ば
全
て
記
述
せ
ん
。 

 

名
古
屋
教
会
に
第
三
番
に
洗
礼
を
受
け
た
る
法
華
宗
に
大
熱
心
者

浅
井
弥
助
ポ
ー
ロ
氏
（
明
治
二
十
三
・
四
年
頃
な
り
し
が
）
の
子
、
四

歳
の
小
児
が
永
眠
せ
ら
れ
た
る
時
に
同
師
近
寺
に
埋
葬
せ
ば
や
と
其

寺
僧
に
慰
願
せ
し
処
、
当
天
主
教
に
転
教
し
た
上
は
其
れ
に
応
ぜ
ず
と

の
事
な
り
し
か
ば
、
熱
心
な
る
ポ
ー
ロ
は
四
方
に
行
き
埋
葬
地
を
求
む

れ
ど
も
、
当
時
は
何
れ
己
寺
院
中
に
非
ざ
れ
ば
他
に
求
む
る
墓
地
は
な

く
困
却
の
折
、
名
古
屋
の
熱
田
町
に
ゲ
レ
シ
ャ
教
の
共
有
埋
葬
地
を
有

す
る
同
教
会
の
信
者
が
、
ポ
ー
ロ
が
埋
葬
に
困
り
居
る
に
同
情
し
て
、

此
の
墓
地
に
埋
葬
す
る
様
に
世
話
を
な
し
く
れ
る
こ
と
と
な
れ
り
。
依

っ
て
ポ
ー
ロ
葬
儀
を
準
備
し
、
熱
田
え
行
列
を
始
め
同
所
に
至
り
棺
穴

を
掘
ら
ん
と
す
る
際
に
、
同
所
の
管
理
者
は
此
の
死
者
の
埋
葬
証
書
に

は
名
古
屋
の
出
生
と
あ
る
上
は
当
埋
葬
地
に
於
い
て
埋
葬
の
許
可
を

な
す
こ
と
能
叶
と
て
埋
葬
の
中
止
を
命
ぜ
り
。
是
に
於
い
て
ポ
ー
ロ
は

大
い
に
困
却
せ
り
。
去
り
な
が
ら
行
列
の
送
詣
を
な
す
も
不
面
目
と
て
、

彼
の
小
児
の
死
体
を
風
呂
敷
に
包
み
自
ら
背
負
い
て
帰
宅
せ
ん
と
す

る
中
途
、
広
小
路
の
警
察
に
立
寄
り
事
情
を
話
し
同
情
を
求
め
た
れ
ば
、

時
の
警
官
が
同
情
し
て
種
々
の
方
面
を
尋
ね
く
れ
た
る
も
、
何
れ
の
僧

侶
も
応
ぜ
ざ
る
故
に
警
官
は
左
の
如
く
申
さ
れ
た
。
僧
侶
と
埋
葬
管
理

者
と
は
別
な
る
が
故
に
キ
リ
ス
ト
教
信
者
佛
教
徒
の
別
な
く
管
理
す

べ
き
が
当
然
な
れ
ど
も
、
僧
侶
の
頭
脳
中
々
頑
固
に
し
て
其
が
理
解
の

出
来
迄
説
論
す
る
に
は
二
三
日
も
要
す
る
こ
と
な
れ
ば
、
今
は
一
刻
も

早
く
死
体
を
埋
葬
す
る
こ
と
を
心
配
せ
ね
ば
な
ら
ん
と
考
慮
せ
ら
る

る
折
柄
、
巡
回
よ
り
帰
署
し
た
る
巡
査
某
曰
く
、
今
拙
者
が
巡
回
先
の

前
津
と
云
う
所
に
一
つ
火
葬
場
を
見
た
り
其
火
葬
場
に
は
埋
葬
し
た

る
様
子
は
な
け
れ
ど
も
、
其
所
を
支
配
す
る
お
に
ぼ
を
口
説
け
ば
埋
葬

し
得
ら
れ
る
や
と
思
う
か
ら
、
其
処
へ
行
き
交
渉
す
る
方
作
な
ら
ん
。

是
は
警
察
よ
り
の
命
令
だ
と
云
っ
て
は
な
ら
ぬ
、
貴
殿
個
人
の
事
に
て

申
込
む
べ
し
と
の
同
情
深
き
詞
に
、
弥
助
ポ
ー
ロ
は
直
に
彼
の
火
葬
場

に
行
き
お
に
ぼ
う
（
御
坊
）
に
談
判
せ
し
所
、
意
外
に
早
く
承
諾
し
た

れ
ば
、
敷
地
一
坪
を
五
拾
銭
で
買
い
受
け
漸
く
埋
葬
し
得
ら
れ
た
り
。

其
以
来
陸
軍
将
士
森
川
昂
氏
の
大
人
及
び
令
息
等
何
れ
も
其
処
に
埋

せ
ら
れ
た
り
。
是
弥
助
氏
の
埋
葬
は
名
古
屋
教
会
に
於
て
初
の
葬
儀
な

り
し
。
熱
心
な
る
ポ
ー
ロ
氏
で
あ
っ
た
か
ら
斯
く
忍
耐
し
て
終
に
勝
利

を
得
ら
れ
た
る
な
り
。
依
っ
て
秀
斎
は
天
主
に
感
謝
せ
り
。 

附
言 

 
教
会
に
死
者
あ
る
度
に
秀
斎
の
心
痛
し
た
る
こ
と
は
実
に
予
想
外

な
り
き
。
何
と
な
れ
ば
、
当
時
は
名
古
屋
岐
阜
間
の
霊
父
定
住
す
る
こ

と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
故
に
死
者
あ
る
と
、
先
ず
東
京
の
教
会
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に
打
電
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
都
合
善
く
直
に
神
父
が
発
足
せ
ら
れ
て
も
二

日
目
の
午
後
に
非
ざ
れ
ば
到
着
せ
ら
れ
ず
、
そ
の
間
の
心
配
は
如
何
ば

か
り
。
外
教
者
の
親
族
の
苦
情
数
々
な
り
而
め
、
或
る
時
は
打
電
し
て

も
霊
父
が
不
在
の
事
あ
り
て
、
出
張
不
可
能
と
の
返
答
あ
る
こ
と
あ
り
。

其
時
は
伊
勢
教
会
の
霊
父
の
出
張
を
仰
ぐ
べ
く
電
報
を
発
し
て
漸
く

夜
に
入
り
て
出
棺
せ
し
事
あ
り
。
然
る
に
森
川
昂
の
家
人
死
亡
の
節
は
、

東
京
及
び
伊
勢
の
霊
父
も
不
在
の
た
め
、
西
京
の
霊
父
の
出
張
を
仰
ぎ

漸
く
葬
儀
を
済
ま
し
た
る
こ
と
あ
り
。
此
の
時
は
葬
儀
に
参
列
せ
ら
れ

た
る
者
の
中
に
多
く
の
陸
軍
の
将
卒
あ
り
。
或
い
は
馬
車
或
い
は
人
力

車
に
て
乗
込
み
出
棺
を
待
ち
居
ら
る
る
等
、
実
に
秀
斎
の
心
配
一
方
な

ら
ざ
り
や
。 

 

右
の
三
例
は
其
の
重
な
る
事
実
に
て
、
十
何
年
中
に
は
種
々
な
る
出

来
事
あ
り
、
教
会
人
は
苦
し
め
ら
れ
た
り
。
今
は
某
逸
話
と
な
り
、
或

る
人
は
其
事
実
を
疑
わ
る
る
程
な
り
き
。 

  

《
秀
斎
は
ズ
ル
ペ
ン
霊
父
の
誘
に
由
り
、
横
浜
山
手
の
女
学
校
よ
り

妻
を
取
り
国
に
携
帯
し
て
、
実
の
妹
と
同
居
す
る
こ
と
と
な
れ
り
。
妻

は
童
貞
の
教
育
を
受
け
た
る
女
に
て
、
日
本
の
家
庭
の
事
は
一
切
知
ら

ざ
る
無
教
育
の
者
な
り
し
か
ば
、
実
父
の
気
に
入
ら
ず
一
家
の
平
和
を

破
る
こ
と
に
成
り
け
り
。
故
に
止
む
を
得
ず
北
方
町
に
借
家
を
を
な
し

て
別
居
す
こ
と
（
妻
子
だ
け
）
と
な
り
秀
斎
は
毎
日
同
所
へ
出
張
し
て

医
術
を
開
業
す
る
希
望
で
十
一
月
二
十
七
日
に
は
入
用
の
物
品
を
送

り
、
同
夜
は
北
口
と
云
う
妻
の
実
父
だ
け
を
宿
泊
せ
し
め
翌
日
妻
子
を

送
る
こ
と
に
極
め
た
る
其
朝
、
即
ち
二
十
八
日
の
午
前
六
時
頃
突
然
と

振
動
が
起
こ
り
た
る
な
り
。
》 

 
 

（
《 

》
内
は
ペ
ー
ジ
に
裏
書
さ

れ
た
文
章
を
挿
入
し
た
も
の
） 

 

左
に
誌
す
一
話
は
右
の
例
と
異
な
り
、
秀
斎
の
名
誉
を
得
た
る
実
例
な

れ
ば
其
概
略
を
誌
し
天
主
の
御
恵
み
の
大
な
る
を
吹
聴
申
さ
ん
と
す
。 

 

九
、 

秀
斎
家
族
と
濃
尾
地
震
の
救
援
活
動 

  
時
は
明
治
二
十
四
年
に
濃
尾
間
に
起
こ
り
た
る
大
地
震
の
時
な
り
。

十
一
月
二
十
八
日
の
未
明
に
当
た
り
俄
然
濃
尾
の
天
地
は
振
動
し
て

家
屋
を
倒
し
、
数
百
の
死
者
を
出
し
た
る
惨
事
に
当
た
り
秀
斎
の
家
屋
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の
倒
壊
を
免
れ
、
且
つ
家
族
五
名
何
れ
も
安
全
な
り
し
。
午
前
六
時
頃

大
振
動
を
起
こ
し
、
一
時
は
前
後
も
知
ら
ざ
る
土
煙
が
起
こ
り
、
其
間

悲
鳴
の
声
の
み
を
聞
き
け
り
。
同
十
時
頃
に
振
動
少
し
止
み
た
れ
ば
、

四
方
よ
り
或
い
は
手
足
の
折
た
る
あ
り
、
或
い
は
頭
脳
が
破
壊
し
眼
球

の
出
た
る
等
の
負
傷
者
を
拙
治
療
所
に
担
ぎ
込
め
治
療
を
請
え
り
。
依

っ
て
一
々
応
急
の
手
当
て
な
す
折
柄
、
午
後
二
時
頃
か
北
方
町
の
借
家

に
差
出
し
置
き
た
る
番
頭
来
て
曰
く
、
借
家
は
全
壊
し
て
家
族
の
一
名

は
死
亡
、
一
名
は
家
屋
の
下
に
埋
め
ら
れ
、
一
名
は
頭
脳
を
破
壊
し
て
、

一
命
危
篤
な
れ
ば
直
に
来
診
あ
れ
と
の
事
な
り
し
か
ば
、
宅
の
患
者
は

老
父
に
任
せ
置
き
、
幸
い
霊
父
が
宿
泊
の
節
使
用
し
た
る
敷
布
数
枚
を

裂
き
包
帯
と
し
て
カ
バ
ン
に
入
れ
ブ
ラ
ン
デ
酒
を
一
本
持
っ
て
北
方

町
に
行
け
り
。
此
の
町
は
七
百
戸
余
の
町
な
り
し
が
、
二
・
三
軒
を
残

す
の
外
倒
壊
し
て
其
間
に
負
傷
者
が
悲
鳴
を
挙
げ
救
け
を
求
め
て
居

る
折
柄
な
れ
ば
、
拙
者
の
来
る
を
見
て
四
方
よ
り
集
ま
り
手
当
を
請
え

り
。
依
っ
て
持
参
の
包
帯
に
て
其
が
手
当
て
な
し
た
れ
ば
忽
ち
包
帯
も

尽
き
、
施
す
べ
き
道
な
か
り
き
。
是
に
於
い
て
警
察
官
と
協
議
し
て
、

倒
れ
た
る
薬
店
を
掘
り
漸
々
少
量
の
石
炭
酸
得
て
、
多
数
の
負
傷
者
に

応
分
の
手
当
て
を
せ
り
。
当
町
に
は
二
三
の
医
師
あ
れ
ど
も
、
一
名
は

病
床
に
他
一
名
の
者
の
家
屋
は
倒
れ
家
族
は
負
傷
し
た
る
た
め
他
を

顧
み
る
の
余
裕
無
き
た
め
、
秀
斎
は
警
官
と 

 

協
議
し
て
、
町
間
の

空
地
に
仮
治
療
所
を
設
け
此
の
所
に
て
治
療
を
開
始
せ
り
。
翌
日
と
な

り
他
の
医
師
も
来
会
し
た
れ
ば
協
力
し
て
治
療
し
た
れ
ど
も
、
多
数
の

料
の
患
者
の
た
め
材
料
（
ガ
ゼ
包
帯
）
尽
き

大
い
に
困
難
す
。
既
に
五
日
を
経
過
し
て
東

京
待
医
局
よ
り
岩
佐
医
学
士
外
三
名
の
医

師
は
、
ガ
ゼ
ー
等
の
材
料
を
多
量
に
持
参
せ

ら
れ
し
た
め
、
今
は
充
分
の
治
療
を
な
す
事

と
な
れ
り
。
毎
日
の
惣
患
者
は
三
百
名
以
上

と
な
り
し
。
外
科
内
科
眼
科
等
種
々
の
患
者

来
り
治
療
を
請
う
。
内
科
書
外
科
書
に
記
載

あ
る
病
症
に
関
す
る
諸
種
の
病
人
が
一
時

に
来
り
た
る
事
と
て
、
秀
斎
の
た
め
此
の
上
な
き
好
都
合
な
り
し
。
岩

佐
学
士
曰
く
、
秀
斎
は
大
学
病
院
の
学
生
よ
り
も
数
多
の
患
者
を
一
時

治
療
す
る
機
会
を
得
た
る
は
誠
に
幸
福
者
な
り
と
（
此
の
好
期
に
出
会

た
る
は
天
主
の
恵
な
り
と
感
謝
せ
り
）
。
而
め
毎
日
費
す
所
の
材
料
は

大
な
り
。
包
帯
に
す
る
晒
木
綿
丈
に
て
も
四
・
五
十
反
を
要
す
。
其
の

為
毎
日
包
帯
を
製
造
す
る
二
人
の
人
夫
を
要
し
た
る
次
第
な
り
。
負
傷

に
対
す
る
包
帯
は
一
回
使
用
す
る
の
み
に
て
、
交
換
す
る
古
包
帯
は
皆

廃
物
と
せ
り
。
是
に
於
い
て
包
帯
を
洗
條
し
て
再
び
使
用
せ
ん
こ
と
を

吏
員
と
協
議
し
た
れ
ど
も
、
雇
い
入
れ
る
の
人
夫
婦
な
き
た
め
、
岐
阜

病
院
に
依
頼
し
て
看
護
婦
の
派
出
を
求
め
た
る
所
、
当
時
県
病
院
に
は

三
名
の
看
護
婦
あ
る
の
み
に
て
、
院
の
為
に
も
不
足
な
り
と
て
依
願
に

応
ぜ
ざ
り
し
か
ば
、
秀
斎
は
東
京
教
区
の
ヲ
ヅ
ウ
フ
司
教
に
打
電
し
て

看
護
婦
の
派
遣
を
請
た
れ
ば
、
三
日
後
に
三
名
の
学
校
生
徒
に
て
準
看
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護
婦
の
派
出
を
受
け
、
其
よ
り
治
療
所
に
使
用
す
る
こ
と
と
な
れ
り
。

其
が
た
め
毎
日
包
帯
に
要
す
る
費
用
の
減
ず
る
こ
と
半
額
以
上
と
な

れ
り
。
加
う
る
に
入
院
外
来
の
両
患
者
の
経
過
は
非
常
の
好
結
果
を
得

た
り
。
折
柄
名
古
屋
の
神
父
ツ
ル
ペ
ン
師
は
シ
ャ
ン
パ
ン
酒
三
十
本
ロ

ム
酒
（
高
価
の
酒
）
五
本
を
見
舞
と
し
て
持
参
し
、
入
院
患
者
を
慰
問

せ
ら
れ
た
り
。
故
に
其
厚
意
を
感
涙
せ
り
。
三
名
の
看
護
婦
は
秀
斎
の

居
宅
に
宿
泊
し
、
品
行
は
方
正
看
護
は
親
切
な
れ
ば
何
れ
も
其
等
の
婦

人
に
敬
意
を
表
し
た
り
。
当
時
北
方
町
に
於
い
て
看
護
婦
を
見
た
る
者

な
き
た
め
、
然
は
地
方
よ
り
見
物
に
来
り
あ
れ
ば
、
看
護
か
と
口
々
に

申
せ
し
者
あ
り
し
。
今
日
考
え
れ
ば
本
然
と
は
思
わ
れ
ず
、
右
の
結
果

天
主
教
は
慈
善
心
厚
き
宗
教
な
り
と
呼
ぶ
に
至
れ
り
。
故
に
秀
斎
の
奉

教
に
も
大
い
に
好
都
合
と
な
れ
り
（
此
れ
も
天
主
の
恵
と
家
族
一
同
感

謝
せ
り
）
。 

 

振
動
の
初
め
よ
り
一
カ
月
を
経
過
し
後
、
患
者
も
七
八
分
全
快
し
人

心
も
大
に
安
き
、
追
々
病
舎
を
閉
じ
る
時
期
と
な
り
し
か
ば
、
二
月
十

日
頃
な
り
し
か
三
名
の
看
護
婦
を
解
雇
す
る
こ
と
に
な
り
、
県
庁
よ
り

慰
労
金
を
若
干
他
に
土
産
物
を
与
え
ら
れ
、
司
教
閣
下
え
礼
状
を
付
添

え
帰
京
せ
し
む
。 

 

是
に
席
田
村
佛
生
寺
及
び
三
橋
村
に
震
災
の
為
両
親
を
失
い
た
る

子
女
の
内
六
名
を
前
述
の
看
護
婦
に
託
し
東
京
市
築
地
竜
真
学
校
え

収
容
す
る
こ
と
に
な
れ
り
。
当
時
名
古
屋
の
ツ
ル
ペ
ン
師
の
宅
に
関
ふ

み
帰
居
た
る
た
め
、
同
人
が
六
名
の
女
子
引
率
し
て
上
京
す
る
こ
と
と

な
れ
り
。
其
の
後
京
都
童
貞
学
校
に
も
六
・
七
名
の
女
児
を
収
容
せ
ら

れ
、
其
父
兄
が
教
会
の
慈
愛
の
澤
に
感
じ
教
え
を
研
究
す
る
の
希
望
を 

起
こ
し
た
る
者
あ
り
た
れ
ば
、
右
収
容
せ
ら
れ
た
る
女
児
中
校
に
て
死 

亡
し
た
る
者
十
中
八
九
名
あ
り
。
存
命
な
る
一
部
の
者
は
数
年
教
育
を

受
け
、
二
十
歳
前
後
に
成
り
た
る
と
て
帰
国
せ
し
め
実
家
は
親
族
の
中

に
住
居
し
再
び
外
教
者
の
品
行
化
せ
ら
れ
、
折
角
多
年
女
学
校
に
於
い

て
受
け
た
る
宗
教
教
育
も
水
泡
に
帰
す
の
み
な
ら
ず
、
外
教
人
に
劣
る

の
品
行
と
な
り
、
終
に
女
学
校
及
び
宗
教
迄
も
悪
評
を
下
す
事
と
な
り
、

多
数
の
家
族
は
遂
に
一
名
の
授
洗
者
を
出
さ
ざ
り
は
残
念
な
り
き
。
然

る
に
秀
斎
の
家
族
は
彼
八
十
五
才
に
て
洗
礼
を
受
け
、
九
十
歳
の
長
命

を
得
て
安
心
永
眠
し
た
る
ビ
ヨ
を
始
め
、
実
父
実
未
子
女
合
し
て
八
名

は
何
れ
も
終
油
の
秘
蹟
ま
で
拝
領
し
て
永
眠
し
た
り
し
は
、
秀
斎
に
取

り
て
大
満
足
な
り
。
是
亦
天
主
の
厚
恩
を
感
謝
す
。 

 
 

（
完
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